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上四元 正昭   福永 大悟

事務局長  三浦

主 幹   新村

支局主任  山﨑、村田、末永、小山田、尾堂、東、小村、児之原、吉永

専門員   水盛、髙山、吉満、矢崎、有村、渡邉

主 査  帖地、安樂

主 任   上﨑

主 事  飯泉

主 任   米倉、西、平川

１ 農地法第３条許可申請に関する件

２ 農地転用事業計画変更に関する件

３ 農地法第４条許可申請に関する件

４ 農地法第５条許可申請に関する件

５ 非農地認定に関する件

６ 農用地利用集積計画に関する件

７ 農業振興地域整備計画変更（除外）に係る意見書に関する件

８ 令和６年度 国への農地等利用最適化推進施策の意見について

１ 法務局から照会のあった農地等の現況について

２ 農地法第３条の３届出専決に関する報告について

３ 農地法第４条・５条届出専決に関する報告について

４ 農地法第１８条第６項の規定による通知に関する報告について

５ 農用地利用配分計画に関する報告の集計について

６ 「農地法の運用について」に基づく農地・非農地判断に関する報告に

ついて

７ 鹿児島の農地「貸したい」「借りたい」総点検の実施状況について

８ 農地法の一部改正について（下限面積の廃止、転用許可基準の改正）
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議    長

松 元 支 局

議    長

開 会（午前１０時）

定刻になりましたので、ただいまから、令和４年度第１２回総会を開催いたし

ます。

まず、事務局より連絡事項があります。

資料の修正についてお知らせです。

議題１．「農地法第３条許可申請に関する件」の番号９号は、議案書発送後取

下げの申し出がありましたので、削除をお願いいたします。それに伴い、表紙の

議題１の件数１０件を９件に修正、３条調査書の１７、１８ページの削除をお願

いいたします。

それでは、本日の出席委員数について報告いたします。

１９人中１７人の出席で、過半数以上の出席でございますので、会は成立いた

しております。

なお、欠席届が、上四元委員、福永委員から出されています。

次に、議事録署名者を決めなければなりませんが、私からご指名申し上げてよ

ろしいでしょうか。

（異議なしの声）

それでは、鳥丸委員、弟子丸委員にお願いいたします。

今回は、会長の依頼により、農政総務課の担当者に出席していただいておりま

す。

それでは、議題の審議に入って参ります。



- 2 -

議              題

議題１．農地法第３条許可申請に関する件

１ページ～４ページ ９件

議    長 それでは、議題１．「農地法第３条許可申請に関する件」を審議します。

まず、本局、２番委員お願いします。

２ 番 委 員 ご報告します。

番号１号、申請事由：相手要望、規模拡大、権利の種別：所有権移転、売買。

以上です。

議 長 次に、谷山、１４番委員お願いします。

１ ４ 番 委 員 ご報告します。

番号２号、労力不足、相手要望、所有権移転、売買。

この件に関しましては、補足して説明します。

譲受人は、現在の経営農地はありませんが、既に２０年以上の耕作経験がある

ことから、新規就農には該当しません。

今回、農地を取得するにあたり、利用権設定を行い、同時に３条許可の申請を

行うものであります。

番号３号、相手要望、規模拡大、所有権移転、売買。

以上です。

議 長 次に、伊敷、１８番委員お願いします。

１ ８ 番 委 員 ご報告します。

番号４号、相手要望、規模拡大、所有権移転、売買。

以上です。

議 長 次に、吉田、４番委員お願いします。

４ 番 委 員 ご報告します。

番号５号、労力不足、規模拡大、所有権移転、売買。

以上です。

議 長 次に、松元、１７番委員お願いします。

１ ７ 番 委 員 ご報告します。

番号６号、労力不足、規模拡大、所有権移転、売買。

番号７号、贈与、受贈、所有権移転、贈与。

番号８号、相手要望、規模拡大、使用貸借権。

以上です。
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議 長 次に、郡山、１９番委員お願いします。

１ ９ 番 委 員 ご報告します。

番号１０号、農業廃止、相手要望、所有権移転、売買。

以上です。

議    長 ただいま、それぞれ調査員から説明がありました。

別冊資料１にありますように、今回の第３条案件の全ては、農地法第３条第２

項各号には該当しないため、許可要件の全てを満たしております。お目通しをお

願いいたします。

これより、審議に入ります。何か、ご意見、ご質問等はございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題１．「農地法第３条許可申

請に関する件」９件につきましては、原案どおり許可することに決定し、申請人

に許可書を交付することといたします。

議題２．農地転用事業計画変更に関する件

５ページ ２件

議    長 次に、議題２．「農地転用事業計画変更に関する件」を審議します。

議題４．「農地法第５条許可申請に関する件」谷山の番号８号の案件が、この事

業計画変更に関連するので併せて、審議して頂きたいと思います。

まず、谷山、１４番委員お願いします。

１ ４ 番 委 員 ご報告します。

番号１号、変更前：建売住宅２棟、変更後：一般住宅１棟、申請事由：承継人

が一般住宅とするもの。権利の種別：所有権移転、許可日：令和４年９月２９日、

許可番号：農委第０４２５－３６号。

資料８ページの第５条番号８と関連がありますので、併せて読み上げさせて頂

きます。

８ページです。

番号８号、用途・施設：住家１棟９１．０８㎡、庭敷地等１１４．９２㎡、周

囲の状況及び被害防除計画：東・南…宅地、西…雑種地、北…農道、境界…ブロ

ック積、雨水…農道側溝、汚水…合併浄化槽、権利の種別：所有権移転、売買。

以上です。

議 長 次に、伊敷、１８番委員お願いします。
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１ ８ 番 委 員 ご報告します。

番号２号、変更前：駐車場５００．００㎡、資材置場５００．００㎡、通路転

回場等４２９．００㎡、変更後：駐車場３００．００㎡、資材置場４００．００

㎡、通路転回場等２９８．００㎡、申請事由：隣接住人に転用地の一部を農地と

して譲渡することになった。権利の種別：賃貸借権、許可日：令和４年４月２８

日、許可番号：農委第０３４５－１０号。

以上です。

議 長 ただいま、それぞれ調査員から説明がありました。

今回の第５条案件の農地の区分は、議案書の農地区分にありますように、全て、

第２種農地に該当すると判断されます。お目通しをお願いいたします。

これより、審議に入ります。何か、ご意見・ご質問等はございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題２．「農地転用事業計画変

更に関する件」２件につきましては、原案どおり承認するものと決定いたします。

又、議題４．「農地法第５条許可申請に関する件」番号８号につきましては、原

案どおり許可するものと決定し、申請人に許可書を交付することといたします。

議題３．農地法第４条許可申請に関する件

６ページ ２件

議    長 次に、議題３．「農地法第４条許可申請に関する件」を審議します。

まず、谷山、１４番委員お願いします。

１ ４ 番 委 員 ご報告します。

番号１号、用途・施設：既存住家１棟１０６．００㎡、物置１棟８１．００㎡、

通路３９．００㎡、庭敷地等７７．７９㎡、周囲の状況及び被害防除計画：東…

宅地、里道、西…本人畑、南…他人田、本人畑、北…山林、境界…ブロック積、

雨水…里道側溝、汚水…合併浄化槽。

この件に関しましては、補足して説明します。

申請人は、必要な手続きを経ずに、当該地を通路、庭敷地等として使用してい

たことから、今回始末書添付のうえ申請されたものです。

代理人を通じて、転用等を行う場合は、農地法の許可を受けなければならない

こと、今後は、このようなことのないよう指導いたしました。

以上です。

議    長 次に、吉野、６番委員お願いします。
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６ 番 委 員 ご報告します。

番号２号、住家１棟６８．７３㎡、庭敷地等３８０．２７㎡、東・南…農道、

西…本人畑、北…雑種地、他人畑、境界…ブロック積、雨水…市道側溝、汚水…

合併浄化槽。

以上です。

議 長 ただいま、それぞれ調査員から説明がありました。

今回の第４条案件の農地の区分は、議案書の農地区分にありますように、全て、

第２種農地に該当すると判断されます。お目通しをお願いいたします。

これより、審議に入ります。何か、ご意見・ご質問等はございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題３．「農地法第４条許可申

請に関する件」２件につきましては、原案どおり許可するものと決定し、申請人

に許可書を交付することといたします。

議題４．農地法第５条許可申請に関する件

７ページ～１２ページ ２０件

議    長 次に、議題４．「農地法第５条許可申請に関する件」を審議します。

先ほど谷山の１件につきましては、議題２．｢農地転用事業計画変更に関する件」

と併せて審議しておりますので、それ以外の１９件について審議して頂きたいと

思います。

まず、本局、２番委員お願いします。

２ 番 委 員 ご報告します。

番号１号、用途・施設：貸資材置場１４８．００㎡、転回場等２６２．３３㎡、

周囲の状況及び被害防除計画：東・南…水路、西・北…宅地、境界…ブロック積、

雨水…自然流下、権利の種別：所有権移転、売買。

この件につきまして、補足説明を行います。

申請地は、道路に接していませんが、出入りについては、隣接する譲受人の宅

地の一部を通路として使用します。

以上です。

議    長 次に、谷山、１４番委員お願いします。
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１ ４ 番 委 員 ご報告します。

番号２号、住家１棟１２５．８７㎡、庭敷地等２８７．１３㎡、東…市道、西

…水路、南…他人田、宅地、北…貸人田、境界…ブロック積、コンクリート擁壁、

雨水…水路放流、汚水…合併浄化槽、使用貸借権。

番号３号、住家１棟９５．６４㎡、庭敷地等１５９．３６㎡、東…市道、西…

貸人畑、他人畑、南…貸人畑、北…宅地、境界…ブロック積、雨水…市道側溝、

汚水…合併浄化槽、使用貸借権。

番号４号、駐車場２９３．００㎡、東…他人畑、西…里道、南…市道、北…宅

地、水路、境界…土留、雨水…自然流下、賃貸借権。

番号５号、住家１棟１０４．３４㎡、庭敷地等３１３．６９㎡、東…宅地、他

人田、西…里道、南…雑種地、他人田、北…宅地、境界…ブロック積、雨水…里

道側溝、汚水…合併浄化槽、使用貸借権。

番号６号、住家１棟８３．２１㎡、庭敷地等１８３．７９㎡、東…市道、西…

他人畑、南・北…宅地、境界…ブロック積、コンクリート擁壁、雨水…市道側溝、

汚水…合併浄化槽、所有権移転、売買。

番号７号、住家１棟８８．２０㎡、庭敷地等２６０．８０㎡、東…宅地、西…

他人畑、宅地、南…宅地、北…市道、境界…ブロック積、コンクリート擁壁、雨

水…市道側溝、汚水…合併浄化槽、使用貸借権。

番号９号、住家１棟１１０．５５㎡、庭敷地等３５５．４５㎡、東…里道、西・

北…宅地、南…市道、境界…ブロック積、雨水…市道側溝、汚水…合併浄化槽、

所有権移転、売買。

番号１０号、建売住宅２棟１２２．７４㎡、緩衝地１５．６７㎡、庭敷地等３

４３．２８㎡、東…渡人畑、西…宅地、南…宅地、他人畑、北…国道、境界…ブ

ロック積、コンクリート擁壁、雨水…国道側溝、汚水…合併浄化槽、所有権移転、

売買。

番号１１号、住家１棟１１６．３４㎡、庭敷地等２９８．２９㎡、東…宅地、

西…雑種地、南…農道、宅地、北…水路、境界…ブロック積、雨水…農道側溝、

汚水…合併浄化槽、所有権移転、売買。

番号１２号、住家１棟９１．２９㎡、庭敷地等１１７．５５㎡、東…渡人畑、

西…宅地、南…宅地、他人畑、北…市道、境界…ブロック積、コンクリート擁壁、

雨水…市道側溝、汚水…合併浄化槽、所有権移転、売買。

番号１３号、住家１棟１０２．２７㎡、庭敷地等２０９．１７㎡、東…宅地、

私道、西・南…貸人畑、北…宅地、境界…ブロック積、雨水…私道側溝、汚水…

合併浄化槽、使用貸借権。

以上です。

議    長 次に、伊敷、１８番委員お願いします。
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１ ８ 番 委 員 ご報告します。

番号１４号、貸駐車場７５．００㎡、転回場等１２７．２５㎡、東・西・南…

渡人田、北…市道、境界…土留、雨水…自然流下、所有権移転、売買。

この件につきまして、補足説明を行います。

申請地は、伊敷支所から北西へ約６ｋｍに位置する第２種農地に該当します。

申請人は、平成１７年４月頃から隣接地の工場に駐車場として使用させていた

ことから、今回始末書添付の上、申請を行ったものです。

申請人には、転用許可を行う場合は農地法の許可を受けなければならないこと、

今後このようなことのないよう指導いたしました。

また、申請地の登記面積は、６１４㎡となっておりますが、周辺の山林の侵食

により、有効面積は２０２．２５㎡となっております。

以上です。

議    長 次に、吉野、６番委員お願いします。

６ 番 委 員 ご報告します。

番号１５号、住家１棟１２４．２１㎡、庭敷地等３４６．７９㎡、東…市道、

西・南・北…他人畑、境界…ブロック積、土留、雨水…市道側溝、汚水…合併浄

化槽、所有権移転、売買。

番号１６号、資材置場２５．００㎡、駐車場２５．００㎡、転回場等１０５．

００㎡、東・西…宅地、南…市道、北…渡人畑、境界…ブロック積、雨水…自然

流下、所有権移転、売買。

以上です。

議    長 次に、吉田、４番委員お願いします。

４ 番 委 員 ご報告します。

番号１７号、住家１棟８１．９８㎡、庭敷地等１４４．０２㎡、東…宅地、西・

南…渡人畑、北…市道、境界…ブロック積、雨水…市道側溝、汚水…合併浄化槽、

所有権移転、贈与。

番号１８号、建売住宅７棟４４７．５４㎡、通路１３２．２５㎡、庭敷地等１，

０９７．２１㎡、東・南…市道、西・北…宅地、境界…ブロック積、雨水…市道

側溝、汚水…合併浄化槽、所有権移転、売買。

以上です。

議    長 次に、松元、１７番委員お願いします。

１ ７ 番 委 員 ご報告します。

番号１９号、建売住宅１棟６７．３８㎡、庭敷地等３５２．６２㎡、東…宅地、

西…宅地、水路、南…水路、北…私道、宅地、境界…ブロック積、雨水…私道側

溝、汚水…合併浄化槽、所有権移転、売買。

以上です。
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議    長 次に、郡山、１９番委員お願いします。

１ ９ 番 委 員 ご報告します。

番号２０号、現場事務所２棟９．７２㎡、通路等２０．２８㎡、東・西…水路、

南…他人田、北…農道、境界…土留、雨水…自然流下、賃貸借権。

この件につきまして、補足説明を行います。

申請地は、郡山支所から北西へ約３㎞に位置する、第２農地に該当します。

申請人は、鹿児島地域振興局発注の農村地域防災減災事業を受注し、その事業

実施のための現場事務所を設置するため、一時転用許可の申請を行うものです。

なお、申請地は、転用許可を受けないまま 現場事務所として、すでに賃貸借

により使用していたことから、今回、始末書添付の上、申請されました。

申請人には、転用を行う場合は、農地法の許可を受けなければならないこと、

今後、このようなことがないよう指導いたしました。

以上です。

議 長 ただいま、それぞれ調査員から説明がありました。

今回の第５条案件の農地の区分は、議案書の農地区分にありますように、全て、

第２種農地に該当すると判断されます。お目通しをお願いいたします。

これより、審議に入ります。何か、ご意見・ご質問等はございませんか。

〔「１３番委員」挙手あり〕

はい、１３番委員どうぞ。

１ ３ 番 委 員 伊敷の案件ですが、平成１７年から使っているということで、既に１６年以上

経っているということなんですよ。こういう案件について、５条許可ではなくて、

非農地証明で対応できないのでしょうか。番号３号も同じなんですが、始末書を

添付して、申請させるというのは、不合理な気がします。非農地証明の申請は、

大体何年位経ったら、対応できるのでしょうか。

事 務 局 非農地証明につきましては、行政サービスでございまして、非農地証明を発行

していない自治体もございます。転用申請をして頂いて、始末書添付で許可とい

うのが原則のやり方でございます。本市は、行政サービスとして、非農地証明を

発行しておりますが、非農地認定基準を定めており、その基準に合致するものの

み発行しており、それは相当年数が経過しており、完全に農地に返らないものに

ついてのみ、非農地証明を出せるという基準でございます。無断転用の助長に繋

がらないように、そういう基準を作って対応しているところでございます。ご質

問にありました駐車場につきましては、原状が土の状態であったりする場合には、

容易に農地に返すことができるものですから、非農地認定基準に該当しないので、

非農地証明は出せないということになります。

以上です。
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１ ３ 番 委 員 わかりました。

もう１点ですが、皆さんの報告を聞いていると、無断転用で始末書添付、指導

しましたというのが、横行しているのではないかと思います。始末書をいうのは、

そんな軽いものなのでしょうか。本当に指導して、それ以降は、無断転用をして

いないのかという照合はできているのでしょうか。原状復帰をするというのは、

１回も聞いたことがありません。それについてはどうなのでしょうか。

事 務 局 １３番委員のおっしゃることはもっともだと思いますが、違反転用のありまし

た件につきましては、県の方にも相談をしたことがございます。その中で、原状

復帰をさせることの実益と、周辺農地の利用状況に与える悪影響を勘案して、原

状回復をさせて実益があるか、周辺農地の利用に著しく影響をきたしている場合

でないと、違反転用で原状回復命令措置をするというのは難しいとのことでした。

実際、違反転用されたものについては、どうしても私たちの方は事後で把握する

ということになってしまいますので、それに対しての措置というのが、先程申し

上げましたように、周辺農地の状況ですとか、違反転用を原状回復させることの

実益と勘案しまして、原状回復をさせる程ではないものにつきましては、違反転

用状態是正するために、始末書添付という形で転用申請を受けて、追認を出すと

いう事務処理をしているところでございます。

以上です。

１ ３ 番 委 員 私が言いたかったのは、始末書が軽いのではないかということです。行政書士

が、始末書のひな型を持っているというのを聞いたことがありましたので、質問

させてもらいました。始末書を書かせるのですが、同じ人が同じような内容を書

いた記録は残っていませんか。

事 務 局 違反転用があって、追認許可をしたものにつきましては、一覧表を作っており

まして、それを県の方にも報告しているところでございます。今のところ、同じ

業者、個人が、同じ内容で違反転用をしたというのは、把握してないところでご

ざいます。

以上です。

議 長 農業委員、推進委員方もよく目を光らして見て頂きたいと思います。

事務局、農業委員も、注意喚起をするようにお願いしたいと思います。

ほかに、何かご意見、ご質問等はありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題４．「農地法第５条許可申

請に関する件」１９件につきましては、原案どおり許可するものと決定し、申請

人に許可書を交付することといたします。
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議題５．非農地認定に関する件

１３ページ～１５ページ １０件

議    長 次に、議題５．「非農地認定に関する件」を審議します。

まず、本局、２番委員お願いします。

２ 番 委 員 ご報告します。

番号１号、調査結果：３８６０－２、３８６０－３、３８６１－２：通路とし

て３７年経過、現況道路。３６７８－６：農道として約１０年経過、現況道路。

以上です。

議    長 次に、谷山、１４番委員お願いします。

１ ４ 番 委 員 ご報告します。

番号２号、住家１棟、４４年経過、現況宅地。

以上です。

議    長 次に、伊敷、１８番委員お願いします。

１ ８ 番 委 員 ご報告します。

番号３号、調査結果：３１４２－１、３１４３－１：雑木自然繁茂、約４０年

経過、現況山林。３５８１－２：住家１棟、２８年経過、現況宅地。

番号４号、調査結果：杉、約５０年経過、現況山林。

番号５号、調査結果：杉、孟宗竹自然繁茂、約３０年経過、現況山林。

以上です。

議    長 次に、吉野、６番委員お願いします。

６ 番 委 員 ご報告します。

番号６号、調査結果：４５２８：杉、雑木自然繁茂、約４０年経過、現況山林。

４５３３、４５３４：ゴキ竹・雑木自然繁茂、約２０年経過、現況山林。

以上です。

議    長 次に、吉田、４番委員お願いします。

４ 番 委 員 ご報告します。

番号７号、調査結果：雑木自然繁茂、約３０年経過、現況山林。

番号８号、調査結果：雑木・コサン竹自然繁茂、約３０年経過、現況山林。

以上です。

議    長 次に、喜入、７番委員お願いします。
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７ 番 委 員 ご報告します。

番号９号、調査結果：檜、雑木自然繁茂、約５０年経過、現況山林。

以上です。

議    長 次に、松元、１７番委員お願いします。

１ ７ 番 委 員 ご報告します。

番号１０号、調査結果：住家１棟、２２年経過、現況宅地。

以上です。

議    長 ただいま、それぞれ調査員から説明がありました。

これより、審議に入ります。何か、ご意見・ご質問等はございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題５．「非農地認定に関する

件」１０件につきましては、原案どおり認定することに決定いたします。

議題６．農用地利用集積計画に関する件

１６ページ～３４ページ ３６件

議    長 次に、議題６．「農用地利用集積計画に関する件」を審議します。

それでは、事務局から説明をお願いします。

事 務 局 資料の１６ページをご覧下さい。

議案第６号、令和５年２月２８日公告予定の、農用地利用集積計画集計表につ

いて、ご説明申し上げます。

右側の一番下になります。

貸借権２１件、２４筆、１９，５７３．００㎡。使用貸借権１５件、２０筆、

１４，７１０．００㎡。合計３６件、４４筆、３４，２８３．００㎡です。

議案書の１７ページから３４ページは、農用地利用集積計画の内容です。お目

通しをお願いいたします。

これらは、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしていると

考えます。

以上で、説明を終わります。
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議    長 ただいま、事務局から説明がありました。

これより、審議に入ります。何か、ご意見・ご質問等はございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題６．「農用地利用集積計画

に関する件」につきましては、原案どおり、承認することに決定いたします。

議題７．農業振興地域整備計画変更（除外）に係る意見書に関する件

別冊資料２ ３件

議    長 次に、議題７．「農業振興地域整備計画変更（除外）に係る意見書に関する件」

を審議します。別冊資料２です。

まず、谷山、１４番委員お願いします。

１ ４ 番 委 員 ご報告します。２ページです。

３．変更後の用途、貸資材置場

４．現況、申出地は、下福元町二俣迫地区にあり、谷山支所から西へ約２．４

ｋｍに位置し、東・南側は他人畑、西側は雑種地、北側は農道に接している。

５．農業委員会の意見、市長部局による除外理由及び要件別検討結果は別紙調

書のとおりで、申出地は農用地区域の外周部であり、周辺農地への影響は少なく、

計画変更はやむを得ないものと思われる。

転用の際は、他の農地に支障のないよう十分考慮して下さい。

以上です。

議    長 次に、喜入、７番委員お願いします。

７ 番 委 員 ご報告します。６ページです。

３．変更後の用途、貸資材置場

４．現況、申出地は、喜入瀬々串町下地区にあり、喜入支所から北西へ約５．

０ｋｍに位置し、東・南側は市道、西・北側は他人畑に接している。

５．農業委員会の意見、市長部局による除外理由及び要件別検討結果は別紙調

書のとおりで、申出地は農用地区域の外周部に接していないが、連たんする住宅

等の集団に接しており、周辺農地への影響は少なく、計画変更はやむを得ないも

のと思われる。

事業実施の際は、他の農地に支障のないよう十分考慮して下さい。

以上です。

議    長 次に、松元、１７番委員お願いします。
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１ ７ 番 委 員 ご報告します。１０ページです。

３．変更後の用途、倉庫、駐車場

４．現況、申出地は、直木町杉畑地区にあり、松元支所から南西へ約３．２ｋ

ｍに位置し、東側は宅地、雑種地、西・北側は他人畑、南側は宅地に接している。

５．農業委員会の意見、市長部局による除外理由及び要件別検討結果は別紙調

書のとおりで、申出地は農用地区域の外周部であり、周辺農地への影響は少なく、

計画変更はやむを得ないものと思われる。

転用の際は、他の農地に支障のないよう十分考慮して下さい。

以上です。

議    長 ただいま、それぞれ調査員から説明がありました。

これより、審議に入ります。何か、ご意見・ご質問等はございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

それでは、ご意見、ご質問もないようですので、議題６．「農業振興地域整備計

画変更（除外）に係る意見書に関する件」３件につきましては、原案どおり、承

認することに決定いたします。

議題８．令和６年度 国への農地等利用最適化推進施策の意見について

  別冊資料３

議    長 続きまして、議題８．「令和６年度 国への農地等利用最適化推進施策の意見に

ついて」を審議します。

提案事項につきましては、先月の総会で協議してまいりましたが、今月は、最

終的に提案を取りまとめていきたいと思います。よろしくご審議のほど、お願い

いたします。

それでは、事務局から説明をお願いします。
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事 務 局 別冊資料３です。

議題８．「令和６年度 国への農地等利用最適化推進施策の意見について」です。

年末から年始にかけまして、各地区の農業者と語る会中で、国への施策という

ことで、概ねこの２点を出させて頂きました。

１ 基盤整備後の地域の排水工事事業について

農地は、地域の特性を生かした安全安心かつ新鮮で良質な農産物を生産し、市

民に安定的に供給するとともに、水源かん養、自然環境の保全及び美しい景観の

形成など多面的な機能を有している。

しかしながら、近年、農業者の高齢化や減少に伴い耕作放棄地が増加し、周辺

の優良農地への影響も危惧される。

また、湿田地帯においては土地改良事業により、ほ場整備を行ったが排水がき

かなくなっている水田が出てきているほか畑や農道等も経年劣化が進み使用でき

ない個所も多い。これらの農地は、耕作しようにも効率が悪く受け手が敬遠し、

利用権設定に結びつかない状況にある。

このような状況を踏まえ、農地がまとまっている地域の排水工事事業について、

受益者の一部負担金を廃止し、早急に国で再度の基盤整備を推進するよう検討す

ること。

２ 活動火山周辺地域防災営農対策事業に係る償却資産税の見直しについて

防災営農施設整備事業で導入した硬質ハウス、果樹施設等は農家経営基盤の根

幹をなしており、現在も活発な噴火活動を行っている桜島のある本市の特殊な地

域性を鑑みると、耐久性等を考慮した施設は、暮らしと営農を守るため必要不可

欠な防災施設である。

そのため、事業費は高額とならざるを得ず、新規就農者や経営拡大を図る農家

にとって、事業費全体に課税される償却資産税は大きな負担となっている。

降灰下におけるこのような地域の実情を勘案し、農家の経営安定と地域農業の

健全な発展を図るため、防災営農対策事業に係る償却資産税の廃止若しくは課税

対象を事業費の自己負担分とすること。

以上２点を国への最適化推進施策として、県の方に具申したいと思っておりっ

ます。よろしくお願いいたします。

議    長 ただいま、事務局から説明がありました。

提案事項について、事務局と運営連絡会では、このように２点ということにま

とめました。原案どおり決定したいと思いますが、よろしいでしょうか。

〔「異議なし」の声あり〕

それでは、議題８．「令和６年度 国への農地等利用最適化推進施策の意見につ

いて」は、原案どおり決定いたします。また、後日「県農業会議」へ提案いたし

ます。

議題の審議は以上です。

続きまして、報告事項に入ります。
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報        告        事        項

１．法務局から照会のあった農地等の現況について

３５ページ～３７ページ ３件

議 長 報告事項１「法務局から照会のあった農地等の現況について」

まず、谷山、１４番委員お願いします。

１ ４ 番 委 員 報告します。３５ページです。

照会日：令和５年１月２３日、現況：非農地、調査結果：該地は市街化調整区

域内にあり、現況非農地である。

処理状況：令和５年２月６日 鹿児島地方法務局へ報告済。

議 長 次に、伊敷、１８番委員お願いします。

１ ８ 番 委 員 報告します。３６ページです。

照会日：令和５年２月６日、現況：非農地、調査結果：該地は市街化区域内に

あり、現況非農地である。

処理状況：令和５年２月１５日 鹿児島地方法務局へ報告済。

議 長 次に、郡山、１９番委員お願いします。

１ ９ 番 委 員 報告します。３７ページです。

照会日：令和５年１月３０日、現況：非農地、調査結果：該地は区域区分の定

めのない都市計画区域内にあり、現況非農地である。

処理状況：令和５年２月８日 鹿児島地方法務局へ報告済。

２．農地法第３条の３届出専決に関する報告について

３８ページ～４０ページ １３件

３．農地法第４条・５条届出専決に関する報告について

４１ページ～４９ページ ２４件

４．農地法第１８条第６項の規定による通知に関する報告について

５０ページ～５３ページ ７件

５．農用地利用配分計画に関する報告の集計について

５４ページ～５５ページ １件

議 長 次に、報告事項２「農地法第３条の３届出専決に関する報告について」

報告事項３「農地法第４条・５条届出専決に関する報告について」

報告事項４「農地法第１８条第６項の規定による通知に関する報告について」

報告事項５「農用地利用配分計画に関する報告の集計について」

それでは、事務局の報告をお願いします。
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事 務 局 ３８ページをお開き下さい。

報告事項２ 農地法第３条の３届出専決に関する報告の集計表です。

この専決処理は、農地等について相続などで権利の取得があった場合は、市町

村の農業委員会に届出を要するもので、今回の届出は１３件です。

登記地目別では、田２６筆、１４，３５８．００㎡、畑６３筆、２６，９２１．

００㎡となっております。取得した事由別数は、相続が１３件。権利の種別は、

所有権が１３件。農業委員会によるあっせん等は、有が１件、無が１２件となっ

ております。

３９ページから４０ページは、農地法第３条の３関係の内容です。

お目通しをお願いいたします。

事 務 局 次に、４１ページをお開き下さい。

報告事項３ 農地法第４条・第５条届出専決に関する報告の集計表です。

これらは、市街化区域内農地の転用届出に関するもので、事務局長の専決で処

理しましたものです。

転用目的別では、第４条関係では、多い順に一般住宅が２件、共同住宅、その

他が各１件、合計４件となっております。

第５条関係では、多い順に一般住宅が１８件、共同住宅、駐車場が各１件、合

計２０件となっております。

４２ページは、４条関係４件、４３ページから４９ページは、５条関係２０件

の内容です。お目通しをお願いいたします。

事 務 局 次に、５０ページから５３ページをお開き下さい。

報告事項４ 農地法第１８条第６項の規定による通知に関する報告についてで

す。

伊敷地区で１件、喜入地区で２件、松元地区で４件、合意解約の通知が出てお

ります。

お目通しをお願いいたします。

事 務 局 次に、５４ページをお開き下さい。

令和５年１月２４日認可の農用地利用配分計画に関する報告の集計です。

これらは、県地域振興公社が作成した農用地利用配分計画について、県知事が

認可したことにより、令和５年２月１日から貸付の始期が始まるものです。

貸借権１件１筆２，５６４．００㎡となっております。

５５ページは、先ほど説明しました農用地利用配分計画の内容です。

お目通しをお願いいたします。
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  ６．「農地法の運用について」に基づく農地・非農地判断に関する報告について

別冊資料４ ５７件

事 務 局 報告事項６「「農地法の運用について」に基づく農地・非農地判断に関する報告に

ついて」報告いたします。

別冊資料４をご覧下さい。

先月の地区推進協議会等で計５７筆の非農地判断を実施して頂いております。

実施結果に基づきまして、１月末に、関係部署へ通知書を送付しております。内

容につきましては、お目通しをお願いいたします。

以上です。

   ７．鹿児島の農地「貸したい」「借りたい」総点検の実施状況について

別冊資料５

事 務 局 報告事項７「鹿児島の農地「貸したい」「借りたい」総点検の実施状況について」

報告いたします。

別冊資料５をご覧下さい。

表の一番下の合計欄をご覧下さい。

まず、二段書きの上の段の１２月分については、訪問戸数１０４戸、うち不在

２３戸、調査回答戸数８１戸、貸出希望６戸１１７．３９㎡、借入希望、貸出実

績、借入実績、中間管理事業活用実績はありませんでした。

各地区の実績、累計についてはお目通しをお願いします。

以上で報告を終わります。

   ８．農地法の一部改正について（下限面積の廃止、転用許可基準の改正）

別冊資料６

事 務 局 報告事項８「農地法の一部改正について（下限面積の廃止、転用許可基準の改

正）」報告いたします。

資料は、別冊資料６になりますが、その前に、説明の都合上、別に配付してあ

ります、一枚紙を折りたたんだ資料、一番上に「地域計画」と書いてある資料を

説明させていただきます。

「地域計画」は、委員の皆さんの令和５、６年度の業務のほか、３条、４条、

５条の農地法の許可申請とも関係がありますので、改めてご説明します。

一番上の「地域計画」の説明になりますが、これは「人・農地プラン」を法定

化したもので、地域で将来の農地利用について話し合いをし、その実現に向けて、

農地バンクの活用により、農地の集約を進め、農地の分散錯圃の状況を解消する

ものです。

次に、その下の、「地域計画の策定の流れ」ですが、初めに、「意向調査」があ

ります。その右の四角の囲みの中ですが、農業委員や農地利用最適化推進委員の

皆様には、出し手と受け手の意向調査をお願いします。

囲みの外の右側の文を読みますと、「今後は紙ベースの調査からタブレット活用

による効率的な意向調査へ移行」とあります。

タブレットの研修は、３月に実施するほか、調査用のアプリについては令和５

年度の早い時期に実施します。

次に、「意向調査」の下ですが、「目標地図の素案作成」になります。

この素案は、意向調査の結果を元に、事務局でシステムを利用して粗々の地図
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事 務 局 を作ります。

次に、その下ですが、「地域の皆さんによる話し合い」があります。

この協議の場には、農業委員や農地利用最適化推進委員のほか、支局の職員も

参加していただきます。

次に、その下ですが、市の農林水産部の方で、公告の手続きを経て、目標地図

を含む地域計画を策定します。

次に、その下の「地域計画の実行」になります。

以上が主な流れになります。

資料の一番下の目標地図ですが、地域計画の区域において農業を担う者ごとに

利用する農用地等を定め、これを地図に表示するものです。

資料が変わりまして、「別冊資料６」になります。

農地法等の改正についてご説明します。

まず１点目ですが、資料 1ページをご覧ください。

これは農地法３条許可申請の許可要件ですが、左の四角の囲みの中は改正前で、

これまでは下限面積要件（第５号）がありましたが、農地法の改正により廃止さ

れます。

時期は、法の施行日は令和５年４月１日ですが、申請で考えますと、令和５年

４月総会審議分、つまり、令和５年３月１１日以降の申請から適用されることに

なります。

このことについては、ホームページや市民のひろばで周知を行います。

次に、２点目ですが、右の四角の囲みの中は改正後になりますが、下限面積要

件以外の要件は残っており、一番下の矢印の所ですが、先程説明した「地域計画」

に関して、「地域計画の達成に支障がないことについて確認すること」とあります。

具体的には３ページをご覧ください。

これは事務処理基準の案ですが、農地法の３条申請に関して、下線部になりま

すが、「地域計画の区域内の農地等の権利取得によって、当該地図の実現に支障が

生ずる場合には、許可することができない。」と改正される予定です。

なお、利用権設定の場合も、同様の取扱いとなります。

また、４ページをご覧ください。「４ 農地法施行規則の一部改正」の（１）の

下線部ですが、農地法の第４条、第５条申請に関して「農地転用及び農地転用の

ための権利移動の不許可要件について、支障を生じるおそれがあると認められる

場合として、地域計画に係る農地を農地以外のものにすることにより、地域計画

の達成に支障を及ぼすおそれがあると認められる場合を追加する。」と改正がなさ

れます。

以上のように、農地法の申請に対する審査については、地域計画の区域かどう

か、地域計画の達成や目標地図の実現に支障があるかどうかの判断において、所

管課である農政総務課や各農林事務所との連携が非常に重要となってまいります

ので、今後は、農地法の申請においては、密に情報共有しながら業務を進め、総

会において委員の皆様にご審議いただくことになります。

具体的な事務手続きについては、まだ国や県から示されておりませんが、提示

され次第、みなさまに地区推進協議会等においてご報告いたします。

以上で農地法等の一部改正についての報告を終わります。
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１ ３ 番 委 員 目標地図で、現況を確認して１０年後、ここを誰が作るかという目標を立てて

もうまくいくとは思っていません。

管内で２ヶ所、地域計画を含めて周ったのですが、現状が荒れているのに耕作

するとは思えない状況です。これは不可能だと思います。

事 務 局 その辺については、国の取り組みということで、致し方ない面はあると思いま

すが、目標地図を作って、皆さんの話し合いの中で、地域の農地をどうしていく

か、その農地を有効に利用していくという取り組みは、必要なことではないかと

思っております。こういうきっかけがないと成すがままということになると思い

ますので、こういう計画がないと、農地をどうしていくかというのは、方向性も

定まらないというところもありますので、皆さんで話をするという契機にはなる

のではないかと思っております。個人個人それぞれ思いはあると思いますが、こ

の取り組みをすることによって、国の方では、定めた区域に、それなりの施設整

備とか補助事業というのがあるものですから、これを定めないと、こういうこと

も利用できないということもあります。定めることで恩恵を受けられるというメ

リットもあります。２年間という限定がございますので、短期間で取り組んでい

かないといけないところでございます。皆さんの意向調査というのが、作業のス

タートになっております。業務量もどの程度かまだわからない面もあるのですが、

皆さんにこれをして頂くことが、目標地図、農地をどうしていくかということの

スタートになるものですから、次年度からこれまでの貸したい借りたいに代わっ

て、１０年後の農地をどうするかというアンケート調査みたいなのをご協力頂き

たいと思っております。市外の方には郵送でこういう調査をして参ります。それ

によって目標地図を作られることになると思っておりますので、ご協力頂きたい

と思います。

議    長 １３番委員の意見は承っておきます。

国の方針で決まっていることですので、ご理解下さい。

ありがとうございました。

本日の議事は、全て終了しました。

（議事終了：午前１１時）

続きまして、事務局から何か連絡事項等はございませんか。
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事 務 局 ・令和４年度第１３回総会（月例）開催日時は、

令和５年３月２８日（火）午前１０時開会

みなと大通り別館６階 ソーホーかごしま会議室

タブレット研修の日程を配布しております。皆さんご連絡頂きました日程で、

お受け頂きたいと思います。３月６日は午前、７日から９日は午後になっており

ます。時間、場所のお間違いないようにお願いいたします。特にお持ち頂くもの

はございません。こちらで用意したタブレットと研修資料でします。

以上です。

議    長 以上で、本日の総会を終了いたします。

閉 会（午前１１時０５分）


